
早稲田大学・理工学術院・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

第二言語使用時における無声・有声休止と文構造の関連性

Relationship between Silent and Filled Pauses and Syntactic Structure in Second 
Language Use

３０４０４９１６研究者番号：

Ｒｏｓｅ　Ｒａｌｐｈ（Rose, Ralph）

研究期間：

１５Ｋ０２７６５

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：無音、有声休止と発話の文構造の関連性を調べた。特に、第2言語産出と認識で実現
されるように、2つの休止タイプの違いに焦点を当てた。まず、交差言語的な発話コーパスにおける休止の発生
を調べた結果、日本語母国語者が日本語と英語間で一貫して、主な構文境界は、有声よりも無音が優先され、そ
の持続時間は平均よりも長くなった。次に、この傾向を心理言語学的に調査し、収束した結果が出た。母国語者
と非母国語者聞き取り者は両者とも、無音が有声よりも文構造がより信頼できるとした。さらに、非母国語の聞
き取り者の理解は、休止により促進された。結論として、無音休止が音声の文構処理上でより密接に関連するこ
とが分かった。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the relationship between silent and filled pauses 
and the syntactic structure of speech. In particular, it focused on differences between the two 
pause types as they are realized in second language production and perception. At first, the study 
investigated the occurrence of pauses in a crosslinguistic speech corpus. Results show that native 
Japanese speakers use pauses consistently between Japanese and English: Major syntactic boundaries 
were more likely to be preceded by silent than filled pauses and their duration was longer than 
average. Secondly, the project investigated this trend psycholinguistically, showing converging 
results. Native and nonnative listeners to English both found silent pauses to be more reliable 
indicators of syntactic structure than filled pauses. Furthermore, nonnative listeners’ 
comprehension was facilitated by pauses. On the whole, the project finds silent pauses to be more 
closely related to syntactic processing of speech.

研究分野：第２言語産出と認識
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１．研究開始当初の背景 
人間の発話は完璧に流暢ではなく、休止が
多く発生することはよく知られている。一般
的に休止は二つのタイプに分かれている[1]。
無音休止（silent pause）とは異常に長く
（例：250 ms以上[2]）無音で休止することで
ある。有声休止（filled pause）とは言語に
より標準的な形になった、有声で休止をとる
ものである（例：日本語の「えー、えーと」、
英語の「uh, um」）。 
１９５０年代から発話と会話中の休止は
様々な分野で研究されており、特に認知的な
プロセスと関係がある、という意見の一致が
ある。[3]さらに、不安やごまかしにも関係が
あるのではと考えられている。[4]しかし、ま
だ議題になる点も多い。例えば、有声休止は
認知的に単語なのか呻き声のようなただの
音なのか、休止のタイプの違い、交差言語的
な違い、などである。それらの点に関連して、
言語アプリケーションに対する影響が深く
研究されている。[5] 
 
２．研究の目的 
休止は、発話中の発生場所に関しての研究
上では、言語構造の境界（例：談話、文、節）
との関連性がすでに判明された。主要な境界
では、主要でない境界よりも休止が多く、ま
た、より長くなることがある。[3,6]しかし、上
記のどちらのタイプがどんな境界により近
い関連性があるかについては、まだ広く判明
されていない。例えば、日本語の場合、無音
休止と違って有声休止の発生は境界とは関
係なく、また頻度と長さは境界の場所により
変わらない。[7]英語の場合、まだタイプの違
いが判明されておらず、更に第２言語として
の英語の発話において判明されていない。本
研究は基本的にこの点を中心として進めて
いた。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は二つの課題に分けた。最初
に、交差言語的な発話コーパスを利用して、
第１言語と第２言語を比較し、無音・有声休
止と境界の関連を引いて分析した。つまり、
無音休止か有声休止はどちらが談話的な境
界か構文的な境界にはよりもっと関連があ
ることを研究した。 
その結果に基づき心理言語学的な実験を進
めた。Bailey and Ferreira 2003[8]を前例とし
て進めた。その研究では、以下のような英文
を利用した。 

 
(a) [While the man hunted uh [the deer ran 

into the woods]]. (良い信号) 
(b) [While the man hunted [the deer uh ran 

into the woods]]. (悪い信号) 
(c) *[[While the man hunted the deer] uh 

[ran into the woods]] 
 
文(a)の場合、有声休止の「uh」は文構造の

境界場所と一致しているので、良い信号とな
っている。逆に、文(b)の場合、「uh」は境界
には一致してないので、悪い信号となってい
る。聞き取り者はそれを聞き、文(c)の文構造
として誤解する可能性がある。実験の中で英
語母国語者が文を聴き、構文的に正しいかど
うかを判断した。悪い信号の文はより正しく
ないとの結果が出た。 
本研究は同じ方法を利用して、有声休止と
無音休止も実験した。更に、英文を英語母国
語者と英語第２言語者に聴かせ、判断しても
らった。 
 
４．研究成果 
利用したコーパス [9]は「Crosslinguistic 

Corpus of Hesitation Phenomena」（CCHP）
である。CCHPは日本語母国語者による日本
語と英語両方の発話（画像記述、テーマにつ
いて談話など）コーパスである。本研究の為
にコーパスの表記を分析して、文と節の境界
を注記した。そして、直前に休止がある境界
を見て、無音と有声休止の割合を分析した。
結果は Table 1に示す。 
 
 文境界 節境界 

無音休止 有声休止 無音休止 有声休止 

上級

者 

日本語 46.8 40.8 29.8 30.9 

英語 67.1 18.4 37.9 16.2 

初級

者 

日本語 56.6 33.1 33.5 23.1 

英語 66.0 23.3 47.8 19.4 

Table 1. 休止が直前にある文・節境界の無音・有声休止
の比率。（単位：パーセント） 
 
結果は、基本的に無音休止の方が境界との
関連性が高いことが判明した。これは、言語
（日本語、英語）と英語レベル（上級、初級）
の間で一貫性がある。休止の長さから同じよ
うな結果が見られる（Figure 1）。 
 

Figure 1. 境界の直前にある休止の、全体の休止により
標準化された長さ。日本語発話は薄いグレー、英語発話

は濃いグレー。 
 
境界の直前にある有声休止の長さは発話全
体の有声休止の長さと変わらない。しかし、
無音休止はより長いことが判明した。更に、



日本語と英語の無音休止は両方とも一致す
る。結論として、有声休止より無音休止の方
が、境界と関連性がある。この結果に基づき、
第２課題の実験に進んだ。 
心理言語学的な実験では、英語母国語者に、
以下のような 90 種の文の発話録音をした。
無音休止は「…」で指名される。 

 
(d) [While the man hunted uh [the deer ran 

into the woods]].（有声、良い） 
(e) [While the man hunted … [the deer ran 

into the woods]]. （無音、良い） 
(f) [While the man hunted [the deer uh ran 

into the woods]]. （有声、悪い） 
(g) [While the man hunted [the deer … ran 

into the woods]]. （無音、悪い） 
(h) [While the man hunted [the deer ran 

into the woods]].（休止なし） 
 
文(d)-(g)は休止タイプと信号ステータス
（良い、悪い）により変動する。文(h)はベー
スラインを図る為に休止なしとする。聞き取
りの実験参加者は３つのグループである。
Bailey and Ferreira 2003[8]の同実験の再現
の為、英語母国語者を当実験に含める。そし
て、第２言語聞き取りの実験参加者として、
ポルトガル語母国語者とフランス語母国語
者も参加させた。結果は Figure 2-4に反映さ
れている。 
 

Figure 2. 英語母国語者による構文的に正しいとの判断
割合（ベースラインの休止なしのケースに標準化された

もの）。 
 
英語母国語者は前例のBailey and Ferreira 

2003[8]と同じく、有声休止は悪い信号の場合、
構文的に正しいとの判断はより低くなった。
しかし、無音休止のほうがもっと低くなった。
結論として、以上のコーパス研究と一致して、
境界に最も関連性のあるものは無音休止で
ある。第２言語の聴き取り者の結果を見ると、
この結論は更に顕著である。 
 
 
 
 
 
 

Figure 3. ポルトガル母国語者による構文的に正しいと
の判断の割合（ベースラインの休止なしのケースに標準

化されたもの）。 
 

Figure 4. フランス母国語者による構文的に正しいとの
判断の割合（ベースラインの休止なしのケースに標準化

されたもの）。 
 
第２言語の聞き取り者が英語母国語者と同
じく無音休止は有声休止より文法判断に影
響が高くなっている。更に、英語母国語者と
違って良い信号の場合には、無音休止は有声
休止よりもっと文法判断が高くなった。結論
として、無音休止のほうは境界あるいは文法
処理にもっとも関連があることを判明した。 
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